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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　今年度で高島市は 市制 10
周年を迎えます。この 10 年
いろいろな事があり長くも早

くも感じます。今号は、決定した 10
周年記念事業のロゴマークとキャッチ
フレーズをお知らせしています。いず
れも良い作品ばかりで審査も難航した
のではと思います。たくさんのご応募
ありがとうございました。また、10 周
年記念事業や、高島の歩みを振り返る
記事「振り返れば高島」も掲載。この
機会に、自分の 10 年を振り返ってみ
るのもよいかもしれませんね。（Ｓ）

①菊盆
②丸盆
③丸膳
④木地椀
⑤鉢
⑥籾すくい鉢
⑦木地鉢
⑧片口銚子
⑨杓子

　
滋
賀
県
教
育
委
員
会
は
、
滋
賀
県
文

化
財
保
護
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
今

年
１
月
17
日
、「
朽
木
の
木
地
屋
用
具

と
製
品
」
１
１
７
点
（
昭
和
59
年
県
指

定
）
に
加
え
、
27
点
の
木
地
屋
製
品
を

県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
追
加

指
定
し
ま
し
た
。

　
内
訳
は
、
地
元
で
「
菊
盆
」
と
称
さ

れ
る
16
弁
の
菊
花
を
描
い
た
朽
木
盆
６

点
、
丸
盆
４
点
、
丸
膳
２
点
、
木
地
椀

１
点
、
鉢
１
点
、
籾
す
く
い
鉢
２
点
、

木
地
鉢
４
点
、
祭
礼
な
ど
で
酒
を
注
ぐ

片
口
銚
子
２
点
、
杓
子
５
点
で
、
い
ず

れ
も
昭
和
59
年
以
降
に
朽
木
資
料
館
や

高
島
市
教
育
委
員
会
が
収
集
・
寄
贈
を

受
け
た
も
の
で
す
。

　
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
近
世
の
中

頃
か
ら
近
代
の
も
の
で
す
が
、
木
地
鉢

に
「
寛
保
元
年
」(

１
７
４
１
年)

の

墨
書
紀
年
銘
が
あ
る
も
の
が
３
点
あ

り
、
製
作
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

　
木
地
屋
製
品
は
、
生
活
様
式
の
変
化

《追加指定された木地屋製品》

朽
木
の
木
地
屋
の
製
品

追
加
指
定
の
文
化
財

朽
木
の
木
地
屋
の
製
品

追
加
指
定
の
文
化
財

に
よ
り
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ

な
く
な
り
、
文
化
財
と
し
て
収
集
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
廃
棄
さ
れ
、
近
年
は
資

料
収
集
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
朽
木
の
木
地
屋
製
品
は
、

こ
の
地
域
の
特
色
を
示
す
貴
重
な
文
化

財
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
収
集
に
つ
と

め
、
保
存
・
公
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
朽
木
資
料
館
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
を

企
画
展　
滋
賀
県
有
形
民
俗
文
化
財
追

加
指
定
記
念
「
朽
木
の
木
地
屋
用
具
と

製
品
」
と
し
て
５
月
25
日
ま
で
展
示
し

て
い
ま
す
。
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財
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